
生涯スポーツ演習
レクリエーション実習

教育目標・教育課程の仕組み08
スポーツ人間学部　スポーツビジネス学科

取得を推奨する資格
●実践キャリア実務士　●社会教育主事　●日本レクリエーション協会認定 レクリエーションインストラクター、スポーツ・レクリエーション指導者
●日本スポーツ協会認定 スポーツリーダー、アシスタントマネジャー（受験資格）　●日商リテールマーケティング（販売士）検定3級・2級、簿記3
級・2級　●フィットネスクラブ・マネジメント技能士3級　●健康体力づくり事業財団認定 健康運動指導士（受験資格）

カリキュラムマップ（スポーツビジネス学科）
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初年次
教育科目

レクリエーション実技

卒業研究

4年秋学期

テーマ研究Ⅱ

4年春学期

環境問題

地域研究

北海道史

スポーツ政策・
行政論

テーマ研究Ⅰ

スポーツビジネス
フィールドワーク

3年秋学期

芸術論

現代の医療
数学とIT

北海道経済と産業

キャリア研究Ⅱ

スポーツ心理学
ハンドボール
バレーボール

バスケットボール

応用演習Ⅱ

ベンチャービジネス演習

1年春学期
学びの技法Ⅰ
国語基礎
英語基礎
数学基礎

文学
現代メディア論

生涯学習論

スポーツⅠ

英語Ⅰ
中国語Ⅰ
韓国語Ⅰ

日本語表現Ⅰ

情報機器操作

キャリア形成論Ⅰ

スポーツ社会学
生涯スポーツ論

経営基礎
流通論

スポーツビジネス論

フィットネス演習

1年秋学期

学びの技法Ⅱ
思考と表現

心理学
世界史

日本文化演習（華道）
日本文化演習（書道）

スポーツⅡ
冬季アクティビティ

英語Ⅱ
英会話実践
中国語Ⅱ
韓国語Ⅱ

日本語表現Ⅱ

文書作成
表計算基礎

キャリア形成論Ⅱ

体力トレーニング論
栄養学

発育発達論

簿記・会計

エアロビクス演習

スポーツマネジメント論

2年秋学期

身近な数学

国際事情
日本国憲法

日本史
日本文化演習（茶道）

健康づくりⅡ

英語Ⅳ

表計算応用

キャリアデザインⅡ
ビジネス実務演習
インターンシップA,B,C,D

野外活動理論・演習

コーチング論
スキー

スノーボード
卓球

基礎演習Ⅱ

マーケティング論

プロスポーツ経営論

ヘルスプロモーション演習

スポーツ探究

2年春学期

経済学

哲学

北海道の自然

健康づくりⅠ

英語Ⅲ
中国語Ⅲ

日本語表現Ⅲ

表計算基礎

キャリアデザインⅠ
ビジネス実務総論

事前指導

レクリエーション理論

スポーツ傷害と予防
野球・ソフトボール

テニス

基礎演習Ⅰ

経営管理論

健康運動論

健康産業論

協同実践

3年春学期

日本文化論

経営論
データと社会

キャリア研究Ⅰ

サッカー

応用演習Ⅰ

スポーツ・健康ビジネス特講
スポーツマネジメント演習

学位授与方針

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）
スポーツビジネス学科は、スポーツや健康に関する知識を修得し、スポーツビジネスの
現場で活躍できる人材を育成することを目的としており、学生が卒業までにこの目的を
達成するための教育課程を下記に示す教育課程編成・実施の方針に基づき提供する。
①高大接続の観点から、大学教育への円滑な移行を促すため、初年次教育の充実を
図る。

②「学科専門科目」に配置している「流通論」、「経営基礎」などを中心にスポーツビジネ
ス分野の基礎的知識に関する科目を設定する。

③「学科専門科目」に配置している「プロスポーツ経営論」、「スポーツビジネス論」など
を中心にスポーツビジネス分野の専門知識に関する科目を設定する。

④「学科専門科目」に配置している「健康産業論」、「スポーツマネジメント論」などス
ポーツビジネス分野の基礎的知識の活用能力に関する科目を設定する。

⑤演習、実習、インターンシップ等を通じた実践的・体験的な学びを重視し、能動的・自
主的な学修の充実を図る。

⑥キャリア形成の観点から、キャリア科目を体系的に設定し、社会的・職業的な自立に
必要な能力・態度を育む。

⑦成績評価の公正さと透明性を確保するため、シラバスに記載する成績評価基準・方
法等および学則、規程等に定める所定単位修得により学修成果を評価し、その客観
性を担保するため、複層的な積み上げによる多面的・総合的な成績評価を実施する。

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）
学位:学士(スポーツビジネス)
スポーツビジネス学科は、スポーツや健康に関する
知識を修得し、スポーツビジネスの現場で活躍でき
る人材を育成することを目的としており、所定の期
間在学し、学部・学科の教育理念、教育目標に沿って
設定した授業科目を履修して、所定の単位数を修得
し卒業までに下記に示す姿勢や能力を身に付けた学
生に卒業を認定し、学位規則に従い学士の学位を授
与する。
①スポーツ健康分野の基礎的知識、技能の修得
②スポーツビジネス分野の専門知識、技能の修得
③スポーツビジネス分野の実践的知識、技能の修得
④修得した知識、技能の活用能力
⑤自立して行動できる姿勢、課題を発見し解決する
　能力

スポーツが好きで、
スポーツの現場を
支えること、学ぶ
ことに強い興味を

持っている人

スポーツ産業や
スポーツ関連産業
などスポーツ振興
に将来的に関わっ
ていく意欲があり、
社会への貢献意欲

の高い人

地域社会の様々な
人々と明るく触れ
合うことができ、か
つボランティア精
神を持っている人

スポーツビジネス
に関する体系的・実
践的カリキュラムの
下、同分野の幅広
い教養、専門知識、
探究力を養い、身に
付けた高い専門性、
コミュニケーション
能力、実践的能力、
課題解決能力を生
かし、スポーツビジ
ネスを通じて健や
かな生活を支援し、
地域社会に貢献す
ることのできる人

スポーツ健康分野の
基礎的知識、技能の修得

スポーツビジネス分野の
専門知識、技能の修得

スポーツビジネス分野の
実践的知識、技能の修得

修得した知識、
技能の活用能力

自立して行動できる
姿勢、課題を発見し

解決する能力
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